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議
長

　
町
野
昌
弘

副
議
長

　
鈴
木
重
行

﹇
常
任
委
員
会
﹈

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
鈴
　
木
　
淳
　
士

○
土
　
田
　
市
　
子

　
町
野
昌
弘
、
鈴
木
重
行

　
志
田
德
久
、
小
林
茂
吉

　
佐
久
間
千
佳
、
砂
田
茂

小
野
寺
正
樹
、
佐
竹
優
子

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

◎
小
野
寺
　
正
　
樹

○
佐
　
竹
　
優
　
子

　
町
野
昌
弘
、
鈴
木
重
行

　
志
田
德
久
、
小
林
茂
吉

佐
久
間
千
佳
、
鈴
木
淳
士

　
砂
田
茂
、
土
田
市
子

広
報
常
任
委
員
会

◎
砂
　
田
　
　
　
茂

○
鈴
　
木
　
重
　
行

鈴
木
淳
士
、
小
野
寺
正
樹

土
田
市
子
、
佐
竹
優
子

多様な視点で、町政を推進！町民の声に応える身近な議会へ民の声に応える身近な議会へ

（
2
〜
3
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
重
行
・
佐
竹
　
優
子
）

三川町議会議員の素顔に迫る三川町議会議員の素顔に迫る

　
副
議
長
と
し
て
、
議
員
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
を
尊
重
し
、

議
長
を
支
え
公
正
か
つ
円
滑

な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
皆
様
の
声
、
地
域
の
実
情

を
誠
実
に
受
け
止
め
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
帰
り
温
泉
巡
り

選
抜
高
校
野
球

　
こ
の
た
び
の
議
会
議
員
選

挙
に
於
い
て
、
再
選
と
な
り

ま
し
た
。

2
月
27
日
、
改
選
後
初
め
て
の
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
長
に
町
野
昌
弘
（
成
田
新
田
）、
副

議
長
に
鈴
木
重
行
（
猪
子
）
を
選
任
し
、
常
任
委

員
会
委
員
の
選
任
等
議
会
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

趣
味
　

最
近
、
感
動
し
た
こ
と

　
こ
の
度
の
議
会
改
選
で

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
町
野
で
す
。

　
三
川
町
は
豊
か
な
自
然

と
温
か
い
地
域
の
絆
に
支

え
ら
れ
発
展
を
続
け
て
い

ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
や

地
域
公
共
交
通
、
災
害
や

防
犯
と
町
政
が
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
議
会
は
町
長（
執
行
部
）

と
一
緒
に
な
っ
て
問
題
解

決
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
、

議
長
は
そ
の
議
論
の
場
所

を
作
っ
て
い
く
の
が
務
め

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
定
例
会
か
ら
は

新
し
い
議
員
も
加
わ
り
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
角

度
か
ら
の
意
見
が
出
て
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　
議
長
と
し
て
、
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
建
設
的
な
議
論
を
議

会
で
行
え
る
よ
う
に
一
生

懸
命
努
め
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
か
ら
の
議
会
へ
の

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

音
楽
鑑
賞
（
80
年
代
の

歌
謡
曲
を
レ
コ
ー
ド
で

聞
く
。
桜
田
淳
子
等
）

小
学
生
が
横
断
歩
道
を
渡
り
切
っ

た
後
、
こ
っ
ち
に
向
き
を
変
え
て

お
辞
儀
を
し
て
く
れ
た
こ
と
。

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ町野　昌弘 議員

　
初
心
に
帰
り
、
一
人
ひ
と

り
の
声
が
と
ど
き
、
誇
れ
る

町
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。

邦
画
映
画
（
時
代
劇
）
鑑

賞子
ど
も
た
ち
が
、
働
い
て

い
る
人
に
「
ご
苦
労
様
で

す
」
と
声
掛
け
を
し
た
こ

と
。

　
皆
様
と
の
意
思
疎
通
を
図

り
、
町
民
の
幸
せ
を
最
優
先

に
謙
虚
な
姿
勢
で
「
聞
く
」

「
動
く
」
を
実
行
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

自
家
菜
園
、
ス
ポ
ー
ツ
観

戦合
併
70
周
年
記
念
事
業
で

多
く
の
皆
さ
ん
と
お
会
い

で
き
た
こ
と
。

議
会
構
成

志田　德久 議員

小林　茂吉 議員

鈴木　重行 議員



令和 7年 4月 15日　第 169 号3

議
会
運
営
委
員
会

◎
志
　
田
　
德
　
久

○
砂
　
田
　
　
　
茂

　
小
　
林
　
茂
　
吉

　
鈴
　
木
　
淳
　
士

　
小
野
寺
　
正
　
樹

議
会
選
出
監
査
委
員

　
佐
久
間
　
千
　
佳

﹇
各
種
委
員
会
委
員
﹈

都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
砂
　
田
　
　
　
茂

　
佐
　
竹
　
優
　
子

土
地
開
発
公
社
理
事

　
小
野
寺
　
正
　
樹

　
土
　
田
　
市
　
子

﹇
一
部
事
務
組
合
﹈

庄
内
広
域
行
政
組
合
議
会

　
町
　
野
　
昌
　
弘

◎
委
員
長

　○
副
委
員
長

多様な視点で、町政を推進！町民の声に応える身近な議会へ民の声に応える身近な議会へ
個性豊かな新たな顔ぶれ個性豊かな新たな顔ぶれ

〝
住
ん
で
で
い
い
町
だ
の
ぉ
〞

と
思
え
る
町
づ
く
り
に
、
半

歩
前
と
三
歩
前
を
見
な
が
ら
、

た
ま
に
は
後
ろ
を
振
り
返
り

な
が
ら「
お
互
い
様
」と「
感

謝
」
の
気
持
ち
を
も
っ
て
精

進
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ン
ボ
ー
ル
…
毎
年
の
如

く
み
か
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
大
会
へ
出
場
！

あ
さ
子
ば
っ
ち
ゃ
ん
（
母
方

の
祖
母
）
が
１
０
０
歳
に
な

っ
た
こ
と
。
い
つ
ま
で
も
元

気
で
長
生
き
し
て
ね
。

　
選
挙
運
動
期
間
の
五
日
間

は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
電
話
を

掛
け
続
け
、
ご
無
沙
汰
し
て

い
た
皆
様
方
と
も
親
し
く
お

話
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　

　
引
き
続
き
、
み
な
さ
ん
と

共
に
「
協
働
の
町
づ
く
り
」

に
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

音
楽
感
傷
5

5

某
菓
子
店
の「
あ
ん
ぱ
ん
」

は
、
相
変
わ
ら
ず
美
味
い
。

　
自
立
し
た
町
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
三
川
町
が
さ
ら
に

発
展
し
て
い
く
よ
う
、
日
々

勉
強
に
努
め
「
み
ん
な
の
声

を
町
政
に
」
を
中
心
に
据
え

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

モ
ト
ク
ロ
ス
（
休
止
中
。

今
は
観
戦
だ
け
。）

ひ
き
こ
も
り
ゼ
ロ
を
実
現

し
た
町
（
N
H
K
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
X
）

　
こ
の
度
の
選
挙
で
は
皆
さ

ま
か
ら
温
か
い
応
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
今
ま
で
同
様
に
、

皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、

町
民
の
代
弁
者
と
し
て
意
見

を
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
海
の
大
海
原
で
大
物

を
釣
り
上
げ
る
こ
と（
笑
）

母
校
の
校
歌
を
歌
詞
を
見

な
い
で
歌
え
た
こ
と
。

　
別
世
界
へ
飛
び
込
み
、
一

喜
一
憂
し
て
お
り
ま
す
。

「
誰
も
が
解
り
や
す
く
、
町

民
が
主
役
の
町
政
を
」
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
一
町
民
と

し
て
の
目
線
で
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
新
た
な
風
を
巻
き
起
こ
し

三
川
町
、
上
昇
気
流
に
乗
り

ま
し
ょ
う
。
今
後
共
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

メ
ダ
カ
の
飼
育
・
サ
ウ
ナ

空
の
赤
と
山
の
紺
の
狭
間

に
沈
ん
で
い
く
夕
日
を
見

た
事
。

　
若
者
・
子
育
て
家
庭
・
女

性
に
は
、
も
う
少
し
身
近
に

政
治
と
の
架
け
橋
と
な
る
存

在
が
必
要
で
あ
り
、
自
分
が

そ
う
在
り
た
い
。
そ
の
思
い

で
会
社
を
退
職
し
、
議
員
に

な
る
と
い
う
選
択
を
し
ま
し

た
。
　
　
　

　
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
声
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
と
も
に

課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
み

ま
す
。

着
物
、
文
化
箏
、
フ
ェ
ス

初
の
選
挙
で
温
か
な
励
ま

し
の
声
に
最
終
日
ボ
ロ
泣

き
！

佐久間千佳 議員鈴木　淳士 議員

砂田　茂 議員

小野寺正樹 議員土田　市子 議員

佐竹　優子 議員



令和 7年 4月 15日　第 169 号 4

（
4
〜
5
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
砂
田
　
茂
）

　
第
2
回
議
会
定
例
会
は
3
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。

　
諸
般
報
告
2
件
の
後
、
町
長
よ
り
「
施
政
方
針
」、
教
育
委
員
会
・
農
業
委
員

会
か
ら
「
行
政
方
針
」
が
示
さ
れ
、
令
和
6
年
度
補
正
予
算
5
件
、
令
和
7
年
度

予
算
5
件
、
条
例
改
正
8
件
、
事
件
案
件
3
件
、
人
事
案
件
5
件
、
議
員
発
議
1

件
、
議
長
発
議
1
件
、
委
員
会
発
議
4
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
7
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

333月月月
定例会定例会定例会クーポン券配布

補
正
予
算

一
般
会
計

1
億
6
2
1
万
4
千
円
を

増
額
し
、
58
億
1
7
9
7
万

9
千
円
と
し
ま
し
た
。

（
主
な
内
容
と
質
疑
）

●
物
価
高
騰
家
計
応
援
ク
ー

ポ
ン
券
発
行
事
業
に
５
１

８
２
万
5
千
円
計
上

問
　
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業

の
内
容
は

産
業
振
興
課
長
　
町
民
一
人

当
た
り
７
０
０
０
円
分
の
ク

ー
ポ
ン
券
発
行
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
対
策
事
業
1
0
9

0
万
円
減
額

問
　
減
額
要
因
は
。

2
月
27
日
に
改
選
後
初
め
て
の
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
川
町
議
会
の
構
成
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
令

和
６
年
度
補
正
予
算
の
専
決
処
分
２
件
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

健
康
福
祉
課
長
　
接
種
率
64

％
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

20
％
台
に
と
ど
ま
っ
た
た
め

で
す
。

●
保
育
費
、
保
育
委
託
料

2
3
6
9
万
5
千
円
増
額

問
　
増
額
要
因
は
。

子
育
て
支
援
室
長
　
公
定
価

格
の
改
定
と
町
外
の
民
間
保

育
園
に
通
う
子
供
が
増
え
た

た
め
で
す
。

●
排
水
機
場
管
理
委
託
料
に

２
６
５
万
３
千
円
増
額

問
　
増
額
要
因
は
。

産
業
振
興
課
長
　
昨
年
７
月

の
豪
雨
と
８
・
９
月
の
大
雨

に
よ
る
排
水
機
場
稼
働
に
よ

る
も
の
で
す
。
　

●
子
育
て
支
援
医
療
給
付
金

に
５
０
５
万
7
千
円
増
額

専
決
処
分

一
般
会
計
補
正
予
算

（
主
な
内
容
と
質
疑
）

●
三
川
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
推
進
事
業
に
６
１
３

４
万
５
千
円
を
増
額

問
　
寄
附
金
が
増
え
た
要
因

は
。

産
業
振
興
課
長
　
全
国
的
な

米
不
足
に
よ
り
、
米
の
返
礼

品
需
要
が
増
え
た
た
め
で
す
。

問
　
米
不
足
の
中
、
米
の
返

礼
品
事
業
者
の
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
米
の
調
達

が
で
き
ず
、
サ
イ
ト
を
中
止

し
て
い
る
返
礼
品
事
業
者
が

複
数
い
ま
す
。

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付

金
給
付
事
業
に
１
８
７
１

万
３
千
円
を
計
上

問
　
給
付
対
象
者
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
令
和
６
年

12
月
13
日
時
点
で
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
と
な
っ
て
い

る
世
帯
で
す
。

●
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
給
付
事

業
１
７
３
万
3
千
円
計
上

●
道
路
舗
装
事
業
１
６
２
４

万
5
千
円
計
上

見　本
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物価高騰対策

読者の窓読者の窓

議会広報誌のよく読むページや気になる取り組
みはありますか？
小学生及び中学生との議場懇談会や町内の団体
紹介です。

より読みやすい、手に取りやすい広報誌にする
ためにはどのような取り組みが良いかアドバイ
スをお聞かせください。
できるだけむずかしい言葉を避け、小学生でも
わかるように文字よりも写真・イラストなどを
多く使ってほしい。

今後、議会広報誌に取り上げた方が良いと思わ
れる事項があればお聞かせください。
町民でボランティア活動をしている女性や女性
団体を取り上げてほしい
です。

議会への要望等あればお
聞かせください。
町民のいろいろな意見を
聞いて議会活動に反映し
て下さい。これからもが
んばってください。 成田ひとみさん

（猪子）

条

　例

（
主
な
も
の
）

◎
三
川
町
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

目
的
…
犯
罪
被
害
者
等
が
受

け
た
被
害
の
早
期
の
回
復

ま
た
は
軽
減
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
、
犯
罪

被
害
者
等
を
支
え
る
地
域

社
会
の
形
成
を
図
る
。

総
合
支
援
窓
口
の
設
置

見
舞
金
の
支
給

　
遺
族
見
舞
金
…
30
万
円

　
障
害
見
舞
金
…
10
万
円

町
民
等
、
事
業
者
…
犯
罪
被

害
者
等
が
平
穏
な
生
活
を

取
り
戻
し
、
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
、
町
民
等
へ
理
解
と

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
事
業
者
に
就
労
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
、
就

労
内
容
や
勤
務
体
制
等
の

配
慮
を
お
願
い
す
る
。

◎
三
川
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎

課
税
額
に
係
る
課
税
限
度
額

を
65
万
円
か
ら
66
万
円
に
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
に
係
る
課
税
限
度
額
を

24
万
円
か
ら
26
万
円
に
引
き

上
げ
る
。

◎
三
川
町
消
防
団
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
消
防
団
員
の
定
数
を

「
3
0
0
人
」
か
ら
「
2
5
0

人
」
に
改
正

　
団
員
の
住
所
要
件
を
「
本

町
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
も

の
」
に
改
正

物価高騰対策
た
め
、
町
民
等
へ
理
解
と

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
事
業
者
に
就
労
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
、
就

労
内
容
や
勤
務
体
制
等
の

配
慮
を
お
願
い
す
る
。

◎
三
川
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎

課
税
額
に
係
る
課
税
限
度
額

3月定例会の議決状況（全会一致を除く）
○は賛成、×は反対、議長は賛否に加わらない

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9

議　員　名
議　　案

志
田
德
久

鈴
木
淳
士

小
林
茂
吉

土
田
市
子

小
野
寺
正
樹

佐
久
間
千
佳

砂
田
　
茂

佐
竹
優
子

鈴
木
重
行

議第 19 号　 三川町国民健康保険税
条例の一部を改正する
条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

砂
田
　
茂
議
員

　
国
保
加
入
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、

公
費
負
担
を
増
や
し
国

保
の
構
造
的
問
題
を
解

決
す
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
地
方
議

会
で
も
声
を
上
げ
る
こ

と
は
重
要
な
意
味
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
反
対

し
ま
す
。 反

対
討
論

人
事
案
件

人
事
案
件

副
町
長
　

　
佐
藤
　
亮
　（
加
沼
）

三
川
町
監
査
委
員

　
黒
田
　
浩
　（
横
川
）

三
川
町
教
育
委
員
会
委
員
　
　

　
梅
津
　
道
代
　（
上
町
）

三
川
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

　
佐
藤
　
由
一
（
土
口
）

　
小
川
　
浩
幸
（
青
山
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
佐
藤
　
功
夫
（
天
神
堂
）
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結
婚
推
進
事
業

問
　
結
婚
に
対
し
て
、
当
事

者
が
あ
と
一
歩
踏
み
出
せ
ず
、

申
し
込
み
が
伸
び
て
い
な
い

よ
う
で
す
が
今
後
の
推
進
策

は
。

企
画
調
整
課
　
個
人
情
報
な

ど
で
踏
み
込
め
な
い
部
分
は

あ
り
ま
す
が
、
A
I
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
等
の
推
進
や

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

な
ど
地
域
の
協
力
員
を
呼
び

か
け
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
推
進
事
業

問
　
移
動
手
段
と
し
て
路
線

バ
ス
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
歳
出
の
額
も
大

き
く
事
業
者
側
に
一
層
の
経

営
改
善
を
求
め
て
は
。

企
画
調
整
課
　
鶴
岡
・
酒
田

間
の
移
動
交
通
網
と
し
て
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
今
後
も

事
業
者
側
と
協
議
し
て
い
き

（
6
〜
7
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
淳
士
）

物価高騰対応重点支援金調整給付事業費と物価高騰対応重点支援金調整給付事業費と
みかわ産業団地道路整備みかわ産業団地道路整備事業負担金などにより事業負担金などにより

5454億億62006200万円万円
0
円
分
と
し
、
配
布
時

期
に
関
し
て
は
関
係
機

関
と
調
整
し
、
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
配
布
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議会費
7221万（1.1％増）

総務費
8億7497万円

 （14％増）

予算審査特別委員会

労働費
498万（12.4％増）

農林水産業費
4億808万円

 （8.3％減）

商工費
4億3886万円

 （13.3％増）

ま
す
。
バ
ス
利
用
増
進
策
と

し
て
は
、
高
齢
者
割
引
な
ど

も
進
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

問
　
路
線
の
維
持
と
同
時
に
、

独
自
の
代
替
案
も
検
討
す
る

べ
き
で
は
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
地
域
公
共

交
通
を
担
っ
て
き
た
路
線
の

維
持
に
つ
い
て
は
2
市
、
本

町
と
も
に
重
要
性
を
認
識
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
代
替
策

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
し
て
捉
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金

問
　
見
舞
金
30
万
円
を
当
初

予
算
に
計
上
す
る
こ
と
は
不

謹
慎
で
あ
り
、
被
害
発
生
時

の
緊
急
的
補
正
予
算
対
応
で

十
分
な
の
で
は
。

総
務
課
　
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
の
み
と
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
が
、
予
算

計
上
を
同
時
に
実
施
し
て
い

る
自
治
体
を
参
考
に
し
て
計

上
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
金

調
整
給
付
事
業

問
　
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
時

期
と
配
布
額
に
つ
い
て

産
業
振
興
課

1
人
7
0
0

新
農
業
所
得
構
造

改
革
推
進
事
業

問
　
水
田
の
水
張
り
問
題
で

の
連
作
障
害
回
避
に
資
す
る

バ
イ
オ
資
材
へ
の
補
助
は
。

産
業
振
興
課
　
水
張
り
問
題

に
関
し
て
、
ま
だ
正
式
決
定

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
状
況
に

応
じ
て
農
業
者
と
も
相
談
し
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
水
稲
の
紋
枯
れ
病
に
対

し
て
の
支
援
策
は
。

産
業
振
興
課
　
昨
年
の
水
害

に
よ
り
多
く
の
水
田
で
紋
枯

れ
病
が
発
生
し
た
対
応
策
と

し
て
の
支
援
で
あ
り
、
薬
に

対
し
て
3
分
の
1
、（
10
ア

ー
ル
上
限
で
1
0
0
0
円
）

の
費
用
助
成
を
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
は
。

産
業
振
興
課
　
こ
れ
ま
で
広

告
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
が

メ
イ
ン
で
し
た
が
、
7
年
度

は
ふ
る
さ
と
納
税
イ
ベ
ン
ト

へ
職
員
を
派
遣
し
、
ブ
ー
ス

出
展
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
返
礼
品
の
お
米
の
食
べ
比

べ
な
ど
対
面
で
魅
力
を
発
信

で
き
れ
ば
と
検
討
し
て
い
ま

す
。

9.2％増の

　この委員会は、議長を除く9人の議員で構成され、
委員長に鈴木重行委員、副委員長に鈴木淳士委員を選
出し審査を行い、令和7年度予算を原案のとおり可決
すべきものとしました。 鈴木重行委員長鈴木重行委員長

物価高騰対応重点支援金調整給付事業費と
みかわ産業団地道路整備事業負担金などにより

3月
13・17日
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物価高騰対応重点支援金調整給付事業費と物価高騰対応重点支援金調整給付事業費と
みかわ産業団地道路整備みかわ産業団地道路整備事業負担金などにより事業負担金などにより

5454億億62006200万円万円
令和7年度 一般会計

生
活
支
援
事
業

問
　
独
居
高
齢
者
宅
の
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

今
後
の
潜
在
ニ
ー
ズ
が
増
え

る
こ
と
へ
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
　
今
後
も
対
策

を
継
続
し
、
様
々
な
機
器
が

進
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て

対
応
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

不
妊
治
療
費
給
付
事
業

問
　
不
妊
治
療
給
付
の
対
象

範
囲
と
、
県
の
助
成
事
業
と

の
関
係
性
は
。

健
康
福
祉
課
　
令
和
4
年
よ

り
タ
イ
ミ
ン
グ
法
や
体
外
受

精
な
ど
の
一
般
不
妊
治
療
も

医
療
保
険
適
用
の
対
象
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
で
は

県
の
助
成
に
対
し
て
上
乗
せ

の
形
で
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

予算審査特別委員会

民生費
 15億8366万円
 （6.6％増）

衛生費
1億9196万円

 （8.4％減）

教育費
4億7880万円

 （6.7％増）

土木費
 5億6095万円
 （38.5％増）

消防費
 3億4490万円
 （32.9％増）

自
殺
対
策
事
業
費

問
　
自
殺
対
策
事
業
費
は
予

算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ひ
き
こ
も
り
対
策
は
。

健
康
福
祉
課
　
予
算
計
上
は

あ
り
ま
せ
ん
が
ひ
き
こ
も
り

の
状
況
は
、
民
生
児
童
委
員

か
ら
の
報
告
に
よ
り
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
形
県
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
、
相
談
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

予
防
費

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
事
業
で
、
子
ど
も
は
年

2
回
接
種
で
す
が
そ
の
対
応

は
。

健
康
福
祉
課

2
回
の
生
後

6
ヶ
月
〜
13
歳
ま
で
の

7
1
7
人
・
1
回
の
14
〜
18
歳

ま
で
の
3
8
1
人
・
妊
婦
30

人
を
助
成
対
象
者
と
し
ま
す
。

問
　
高
齢
者
に
対
す

る
「
帯
状
疱
疹
予
防

接
種
」
事
業
の
実
施

方
針
は
。

健
康
福
祉
課

65
歳

か
ら
5
歳
毎
の
方

を
対
象
に
助
成
し

ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

問
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
利
用
状
況
は
。

子
育
て
支
援
室
　
令
和
7
年

2
月
末
で
2
万
7
3
9
2
人

で
す
。
そ
の
内
、
町
内
が

5
8
1
7
人
の
21
・
2
%
、

町
外
が
2
万
1
5
7
5
人
で

す
。

問
町
民
の
利
用
増
進
対
策
は
。

子
育
て
支
援
室
　
第
2
、
第

4
土
曜
日
の
午
前
中
は
「
み

か
わ
ん
デ
ー
」
と
し
て
町
民

の
方
を
優
先
し
た
利
用
日
を

設
け
て
い
ま
す
が
、
状
況
を

精
査
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

学
童
保
育
支
援
事
業

問
　
新
た
な
学
童
保
育
所
が
、

小
学
校
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ

に
開
所
さ
れ
る
理
由
は
。

と
品
質
は
。

教
育
課
　
三
川
産
米
が
供
給

さ
れ
、
量
の
確
保
は
、
県
の

学
校
給
食
会
と
全
農
か
ら
確

認
で
き
て
い
ま
す
。

問
　
み
か
わ
産
業
団
地
は
鶴

岡
市
の
新
工
業
団
地
と
競
合

し
進
出
企
業
も
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
産
業
団
地
の

道
路
整
備
は
、
進
出
企
業
の

意
向
を
基
に
整
備
す
る
方
が

有
効
で
は
。

町
長
　
当
初
7
社
の
進
出
希

望
が
3
社
に
減
少
し
た
も
の

の
、
み
か
わ
産
業
団
地
の
立

地
的
優
位
性
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　
事
業
者
は
、
道
路
な
ど
完

備
し
た
状
態
を
望
む
傾
向
に

あ
り
、
事
前
の
道
路
整
備
は

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
室
　
タ
イ
ケ
ン

福
祉
会
と
い
う
事
業
者
が
建

て
て
い
ま
す
が
、
農
地
転
用

の
縛
り
や
、
バ
ス
が
入
れ
る

だ
け
の
敷
地
を
用
意
で
き
る

場
所
が
小
学
校
近
く
に
な
か

っ
た
た
め
に
、
現
在
の
所
を

選
択
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費

問
　
学
校
給
食
の
米
の
確
保

　この委員会は、議長を除く9人の議員で構成され、
委員長に鈴木重行委員、副委員長に鈴木淳士委員を選
出し審査を行い、令和7年度予算を原案のとおり可決
すべきものとしました。

物価高騰対応重点支援金調整給付事業費と
みかわ産業団地道路整備事業負担金などにより
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︵
8
~
15
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
小
野
寺
　
正
樹
・
土
田
　
市
子
︶

　町政に関して議員が質問を行い、新たな
政策の提案や意見を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向へ導くものです。

一般質問
とは…

小野寺 正樹 議員 （9ページ）
●大雨被害に対する独自支援策を
●土口地内の子どもにスクールバスを
○畑作物地形成促進事業について

砂田　茂 議員 （11ページ）
●国保税均等割の負担軽減を
●給付型奨学金も考えて
○不登校対策について

鈴木 淳士 議員 （13ページ）
●公民館ホールの問題を解決すべき
●協働のまちづくり条例を

鈴木 重行 議員 （15ページ）
●米不足？ 6年度の米生産は
●投票率向上策を

3月10日と12日に7人の議員が以下
の項目について質問しました。
●の内容を掲載しています。

町 政 を 問 う

小林 茂吉 議員 （10ページ）
●職員の育成と人材確保は
●空き家の抑制対策と現状把握について
○三川町官民データ活用推進計画について

志田 德久 議員 （12ページ）
●「なかなか三川町」の活用は
●冬期間の交通確保対策は

佐久間 千佳 議員 （14ページ）
●コンソーシアムの立ち上げを
●賑わいの創造を

一
般
質
問

一
般
質
問

３
月
定
例
会

議会ホームページは
こちらから
（音声配信中）
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

樹
き

  議員

交通量の多い土口までの県道

補償対象にならない全滅のコーン畑

大雨被害に対する独自の支援策を
町長　水稲の紋枯れ病予防に支援

問

昨
年
の
大
雨
に
よ
る

農
業
被
害
の
状
況
は
。

昨
年
の
７
月
の
大
雨

で
は
、
庄
内
、
最
上

地
域
で
死
者
が
発
生
す
る
な

ど
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま

し
た
。

冬
期
間
、
土
口
地
内

の
子
ど
も
は
県
道
を

歩
い
て
通
学
す
る
姿
を
目
に

し
ま
す
が
、
危
険
防
止
の
た

め
の
対
策
を
考
え
る
べ
き
で

は
。

通
学
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
は
、
児

童
の
た
く
ま
し
い
心
身
を
養

う
観
点
か
ら
も
、
徒
歩
通
学

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
通
学
距

離
の
長
い
地
域
や
町
内
会
の

地
理
的
条
件
、
気
象
条
件
を

考
慮
し
、
さ
ら
に
一
人
下
校

へ
の
安
全
対
策
な
ど
か
ら
、

一
部
の
地
域
で
バ
ス
通
学
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

土
口
ま
で
の
県
道
は

他
地
域
よ
り
歩
道
も

　
本
町
に
お
い
て
は
、
２
千 

の
水
田
が
ほ
ぼ
全
域
で

浸
水
等
の
被
害
が
あ
っ
た
ほ

か
、
大
豆
、
ネ
ギ
、
枝
豆
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
等
の
畑
作

物
で
も
、
約
２２

、
７
３
０

０
万
円
を
超
え
る
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

独
自
の
支
援
策
な
ど

令
和
7
年
度
予
算
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

災
害
発
生
後
、
各
農

家
か
ら
災
害
の
報
告

を
受
け
、
県
と
連
動
し
た
支

援
策
に
つ
い
て
情
報
提
供
を

狭
く
、
交
通
量
も
多
い
の
で
、

危
険
通
学
路
の
対
象
に
す
る

べ
き
で
は
。

町
が
定
め
る
片
道
３

㎞
の
通
学
距
離
に
満

た
な
い
こ
と
か
ら
、
冬
期
間

町
長

問問問 町
長

の
低
学
年
を
除
き
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
通
学
の
対
象
に
は

な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

距
離
基
準
を
見
直
し

て
は
。

土
口
地
内
を
バ
ス
通

学
の
対
象
に
す
る
に

は
、
現
在
の
距
離
基
準
を
見

直
す
必
要
が
あ
り
、
他
の
地

域
も
含
め
、
乗
車
人
数
が
大

幅
に
増
え
る
こ
と
と
な
り
、

運
行
車
両
や
運
転
手
の
確
保

な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
行
の
通
学
方
針

の
変
更
は
難
し
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

問教
育
長

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
予
算

で
は
、
水
害
で
長
時
間
浸
水

し
た
水
田
に
お
い
て
、
広
範

囲
に
紋
枯
れ
病
の
発
生
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
薬
剤

散
布
に
対
す
る
補
助
金
を
計

上
し
ま
し
た
。

土
口
地
内
の
子
ど
も
に

　
　
　
　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
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一
般
質
問�

―
7
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
こばやし

林　茂
しげよし

吉  議員

自発的にスキルアップを図る自己啓発

管理不全の空き家

職員の育成と人材確保は
町長　求められる職員像を示す

三
川
町
人
材
育
成
基

本
方
針
で
は
、
新
た

な
環
境
に
対
応
で
き
る
人
材

を
計
画
的
に
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
急
務
不
可
欠
と
あ
る

が
、
具
体
的
な
育
成
の
手
法

は
。

職
員
の
自
発
的
な
学

習
の
支
援
や
、
学
習

し
や
す
い
職
場
環
境
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
職
員
個
人

の
成
長
や
能
力
の
向
上
を
図

る
為
に
、
獲
得
し
た
知
識
や

技
能
を
実
際
に
業
務
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
人
事
管
理

に
努
め
ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
の
減

少
、
Ｄ
Ⅹ
社
会
の
進

展
に
よ
り
、
社
会
を
取
り
巻

く
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
す

る
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の

職
員
と
し
て
働
く
魅
力
を
広

く
情
報
発
信
す
べ
き
で
は
。

高
校
生
や
大
学
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
受
け
入
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

周
知
、
地
域
の
高
校
や
大
学

へ
の
試
験
案
内
の
配
布
、
町

問問 町
長

内
商
業
施
設
で
の
広
報
な
ど
、

受
験
者
数
の
増
加
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
続
け
ま
す
。

全
て
の
職
員
が
仕
事

と
生
活
の
調
和
を
図

り
、両
立
し
て
い
る
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち

な
が
ら
、
能
力
を
最
大
限
発

揮
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備

は
。

長
時
間
労
働
の
是
正

や
、
柔
軟
な
働
き
方

の
実
現
の
ほ
か
、
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
休
業
・
休
暇
の
取
得

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

町
長

問

空
き
家
問
題
は
、
い

わ
ゆ
る
右
肩
下
が
り

の
人
口
構
造
の
変
化
に
伴
い
、

急
速
に
顕
在
化
し
た
深
刻
な

社
会
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
先
も
、
発
生
数
の
増
加
と

深
刻
さ
は
深
ま
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
住
ま
い
、
敷
地
の
管

理
不
全
が
続
い
て
い
け
ば
、

自
ず
と
三
川
の
景
観
が
損
ね

ら
れ
て
い
き
、
環
境
条
例
は

忘
れ
さ
ら
れ
ま
す
。
現
状
認

識
は
。

空
き
家
の
解
体
費
用

の
補
助
や
、
空
き
家

問町
長

町
長

バ
ン
ク
登
録
制
度
等
に
よ
り

支
援
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
居
住
し
て
い
る
建

物
を
所
有
者
不
明
の
空
き
家

に
し
な
い
、
ま
た
は
、
空
き

家
に
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も

適
正
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
、

ご
家
族
な
ど
で
十
分
に
話
し

合
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
美
し
い
ま
ち
三

川
を
つ
く
る
環
境
条
例
」
の

理
念
は
空
き
家
対
策
に
通
じ

る
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

点
在
す
る
空
き
家
と
「
美
し
い
ま
ち

三
川
を
つ
く
る
環
境
条
例
」
の
関
連
は
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一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

砂
すな

田
だ

　　茂
しげる

  議員 子どもが多いとたいへん

奨学金の返済に不安が

国保税均等割の負担軽減を
町長　国、県の方針に従う

国
民
健
康
保
険
税
の

収
納
状
況
か
ら
見
え

る
課
題
と
そ
の
対
応
は
。

本
町
の
収
納
率
は
、

97
％
か
ら
98
％
台
で

推
移
し
山
形
県
国
民
健
康
保

険
運
営
方
針
に
掲
げ
ら
れ
た

目
標
率
を
上
回
り
、
県
内
で

育
英
奨
学
資
金
制
度

の
考
え
方
は
。

学
習
意
欲
が
高
く
、

学
業
優
秀
で
あ
っ
て

も
経
済
的
な
理
由
で
学
費
を

賄
う
こ
と
が
困
難
な
学
生
に

対
し
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。

海
外
の
大
学
に
進
学

す
る
際
も
貸
付
け
の

対
象
に
し
て
は
。

条
例
に
よ
り
海
外

の
大
学
進
学
は
対

象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
学
生
支
援
機
構
や
民
間
で

貸
し
付
け
を
行
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。三

川
町
育
英
奨
学
資

金
貸
付
規
則
で
、
家

も
上
位
に
位
置
し
て
い
る
の

で
制
度
運
営
上
の
大
き
な
課

題
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
数
が
多
い

ほ
ど
重
く
な
る
均
等

割
の
負
担
を
軽
減
す
る
考
え

は
。

国
の
基
準
に
基
づ
き
、

所
得
と
加
入
者
数
に

応
じ
た
軽
減
策
を
講
じ
て
い

る
ほ
か
、
未
就
学
児
に
か
か

る
均
等
割
の
５
割
を
軽
減
す

る
な
ど
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
も
図
っ
て

い
ま
す
。

　
引
き
続
き
国
、
山
形
県
国

民
健
康
保
険
運
営
方
針
に

族
な
ど
の
連
帯
保
証
人
が
必

要
と
さ
れ
る
理
由
は
。

万
が
一
、
奨
学
金
の

償
還
が
滞
っ
た
場
合

町
長

町
長

問

問問

問

問

問

町
長

に
本
人
に
代
わ
っ
て
償
還
す

る
義
務
を
負
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
た
め
で
す
。

奨
学
金
の
返
済
に
不

安
を
抱
か
な
い
よ
う

給
付
型
を
検
討
す
る
考
え
は
。

卒
業
後
の
償
還
金
を

基
金
に
積
み
立
て
運

営
し
て
い
る
こ
の
事
業
を
、

今
後
も
進
学
等
を
目
指
す
多

く
の
学
生
か
ら
活
用
し
て
も

ら
う
に
は
、
原
資
と
な
る
資

金
の
確
保
が
必
要
な
た
め
給

付
型
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

教
育
長

教
育
課
長

問教
育
長

教
育
長

従
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

国
に
対
し
て
国
庫
負

担
の
増
額
を
要
望
す

る
考
え
は
。

高
齢
化
の
進
行
、
２

０
２
５
年
問
題
と
い

う
点
で
も
社
会
保
障
は
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
も
ら
う
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
考
え
で

す
。

給
付
型
奨
学
金
も
考
え
て
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一
般
質
問

―
7
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

「なかなか三川町」の活用は
町長　庄内地域の高校２年生に配布

志
し

田
だ

德
とく

久
ひさ

  議員

70周年記念ガイドブック

冬期間の交通確保がむずかしい町道

毎
年
８
月
に
行
っ
て

い
る
「
二
十
歳
の
つ

ど
い
」
で
も
配
布
す
べ
き
で

は
。

配
布
を
検
討
し
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
も
若
い
人
た
ち

が
三
川
町
に
誇
り
を
も
ち
、

将
来
、
故
郷
に
住
む
よ
う
に

三
川
町
70
周
年
記
念
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク「
な
か
な
か
三
川
町
」

を
高
校
生
が
卒
業
す
る
際
に

贈
呈
す
べ
き
で
は
。

今
回
作
成
し
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
部
数
は

１
万
５
千
部
で
あ
り
、
町
内

全
戸
に
配
布
し
た
ほ
か
、
町

内
外
の
公
共
施
設
や
観
光
施

設
、
首
都
圏
な
ど
に
も
置
い

て
自
由
に
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
対
応
す
る
予
定

で
す
。

　
ま
た
３
月
下
旬
に
庄
内
地

域
の
高
校
２
年
生
に
も
配
布

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問

冬
期
間
の
交
通
確
保

の
た
め
に
も
町
道
等

に
防
雪
柵
が
必
要
で
す
が
設

置
計
画
は
。

冬
期
間
の
交
通
確
保

は
町
民
の
生
活
維
持

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ひ

と
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
近
年

の
温
暖
化
に
よ
る
暖
冬
、
小

雪
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
防

雪
柵
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

そ
の
コ
ス
ト
も
踏
ま
え
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

吹
雪
時
、
町
の
中
央

に
買
い
物
へ
行
く
時

の
対
応
は
。

吹
雪
は
気
温
２
度
以

下
、
風
速
８
ｍ
以
上

で
発
生
し
や
す
い
の
で
、
条

件
を
考
慮
し
な
が
ら
県
道
の

交
差
点
等
は
山
形
県
と
連
携

し
て
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

　
豪
雪
時
、
最
低
で
も
集
落

町
長

問企
画
調
整

課
　
　
長

問

問

町
長

建
設
環
境

課
　
　
長

の
一
路
線
は
通
行
出
来
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

除
雪
し
た
雪
の
固
ま

り
に
風
が
吹
い
て
吹

き
溜
ま
り
に
な
る
時
が
あ
り

ま
す
が
そ
の
対
応
は
。

除
雪
を
行
な
う
場
合

は
、
風
下
に
排
除
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、

吹
雪
時
に
は
、
無
理
な
車
の

運
転
は
控
え
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問建
設
環
境

課
　
　
長

　
冬
期
間
の

　
　
　
　
交
通
確
保
対
策
は



令和 7年 4月 15日　第 169 号13

一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

鈴
すず

木
き

淳
じゅんし

士  議員
いまだ問題の残る三公ホール

めざせ “協働のまち ”
（千葉県袖ケ浦市のHPより）

公民館ホールの問題を解決すべき
町長　いずれ調査すべきと考えている

有
害
な
ア
ス
ベ
ス
ト

を
内
包
す
る
町
公
民

館
ホ
ー
ル
は
、
テ
オ
ト
ル
が

新
設
さ
れ
た
後
、
原
則
立
ち

入
り
禁
止
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。

問

　
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
で
き

な
い
も
の
か
。

建
材
の
一
部
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て

お
り
、
倒
壊
し
て
も
飛
散
し

な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
状

少
子
高
齢
化
や
価
値

観
の
多
様
化
が
進
む

状
況
下
に
お
け
る
自
治
運
営

の
指
針
と
な
る
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
す

る
自
治
体
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
本
町
で
も
制
定
す
べ
き
で

は
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
は
、
平
成
の
大

合
併
で
誕
生
し
た
自
治
体
が

制
定
し
た
も
の
で
す
。

　
本
町
で
は
、
町
内
会
と
行

政
の
役
割
を
自
助
・
共
助
・

公
助
と
し
て
独
自
の
町
づ
く

り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
の
大
合
併
以
降
、

社
会
情
勢
や
地
域
の

環
境
も
大
き
く
変
化
し
た
こ

と
か
ら
、
町
内
会
運
営
に
対

す
る
行
政
支
援
も
必
要
な
状

態
で
す
。
除
去
経
費
は
相
当

の
金
額
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

国
の
補
助
制
度
が
あ

る
か
ら
と
い
う
町
当

局
か
ら
の
説
明
で
進
め
ら
れ

た
テ
オ
ト
ル
建
設
計
画
は
、

実
は
国
の
補
助
金
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
一
旦
、
議
会

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
直
後
に
別
の
補
助
金
が
見

教
育
課
長

問問

問 町
長

町
長

況
に
あ
り
ま
す
。

　
住
民
、
自
治
会
、
行
政
の

役
割
を
体
系
的
に
整
理
す
る

の
が
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
で
あ
り
、
本
町
に
も

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

条
例
の
制
定
に
よ
っ

て
、
町
民
へ
負
担
を

求
め
た
り
責
任
転
嫁
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
り
、
慎
重
な
対
応
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
総
合
計
画

策
定
な
ど
に
お
い
て
町
民
各

位
と
の
意
見
交
換
よ
り
進
め

て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も

協
議
に
よ
り
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長

つ
か
り
建
設
さ
れ
た
経
緯
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
後
回
し
せ

ず
早
急
に
整
理
す
べ
き
と
思

う
が
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
を
求
め
る
意
見

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
調

査
す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
内
会
と
行
政
が
連
携
す
る

　「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を
…



令和 7年 4月 15日　第 169 号 14

一
般
質
問�

―
7
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

佐
さ

久
く

間
ま

 千
ち

佳
よし

  議員

みかわ産業団地 航空写真みかわ産業団地 航空写真

第 4期第 4期

企業誘致に広域的な取り組みを

カヌーを体験型観光の目玉に
パルク赤川

コンソーシアムの立ち上げを
町長　現時点では考えていない

新
た
な
産
業
や
商
業

施
設
等
の
誘
致
に
庄

内
広
域
で
取
り
組
む
た
め
に
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事

業
体
）
の
立
ち
上
げ
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
が
。

庄
内
地
域
２
市
３
町

で
構
成
す
る
庄
内
開

発
協
議
会
に
お
い
て
、
遊
佐

町
沖
と
酒
田
市
沖
で
進
め
ら

れ
て
い
る
洋
上
風
力
発
電
事

業
を
契
機
に
新
た
な
産
業
形

成
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
事
業
を
優
先
事
項
と
し

て
捉
え
て
お
り
、
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の
立
ち
上
げ
は
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

庄
内
へ
「
コ
ス
ト
コ
」

や
「
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
」

の
よ
う
な
大
型
商
業
施
設
を
誘

致
し
、
人
の
流
れ
を
取
り
戻
す

パ
ル
ク
赤
川
を
中
心

と
し
た
、
い
ろ
り
火

の
里
施
設
周
辺
か
ら
イ
オ
ン

周
辺
へ
の
一
体
的
な
誘
客
事

業
の
創
造
は
。

賑
わ
い
の
創
出
に
向

け
て
町
有
施
設
に
お

け
る
効
果
的
な
活
用
連
携
に

つ
い
て
は
検
討
す
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
民
間

事
業
者
も
含
め
た
一
体
的
な

連
携
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ

と
効
果
を
見
定
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

三
川
町
70
周
年
記
念

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

「
あ
な
た
だ
け
の
イ
チ
オ
シ
」

を
ウ
ェ
ブ
上
で
小
中
学
生
や

高
齢
者
な
ど
誰
で
も
書
き
込

み
で
き
、
町
の
魅
力
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
続
け
ら
れ
る
コ

ン
テ
ン
ツ
に
し
て
は
。

町
民
の
皆
様
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
写
真
に
つ

い
て
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
観

光
協
会
な
ど
に
も
素
材
提
供

を
し
な
が
ら
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

施
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

現
在
、「
み
か
わ
産

業
団
地
」
の
造
成
と

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
大
型
の
商
業
施
設

の
誘
致
に
は
法
の
問
題
も
あ

り
、難
し
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問問 町
長

問町
長

企
画
調
整

課
　
　
長

　
ま
た
、
書
き
込
み
が
で
き

る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
協
会
や
み
か
わ

振
興
公
社
と
の
連
携

強
化
の
具
現
化
策
と
し
て
、

「
地
域
商
社
」
の
設
立
は
。

本
町
の
魅
力
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
や
一
体
的

な
誘
客
事
業
に
つ
い
て
、
地

域
商
社
事
業
と
し
て
成
立
さ

せ
る
に
は
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
現
時
点
で
は
、
地
域
商

社
化
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

問企
画
調
整

課
　
　
長

問町
長

　
賑
わ
い
の
創
造
を
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

鈴
すず

木
き

　重
しげ

行
ゆき

  議員

21

26% 27% 22% 22% 29% 28% 29% 27% 26% 26% 26% 28% 31% 31% 28% 22%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 2 3 4 5 6元年

在庫率

0

200

400

600

800

1000

（万　）ト
　ン

212 216
181 180

224 220 226 204 199 190 189 200 218 218 197
153

824 814 820 813 781 787 783
766 754 740 735

714 704
702 691 705

866

20年産

25年産

30年産

831 824 813 821 818 788

744 750 731 733

726 723

701 670 661

元年産
２年産

３年産
４年産５年産

６月末民間在庫量

需要量

生産量

最近の米の需給動向（需要量、生産量、民間在庫）
農林水産省HPより

米不足？　6年度の米生産は
町長　県が示した目安を達成

令
和
6
年
産
米
に
お

い
て
は
水
害
等
も
あ

り
ま
し
た
が
、
県
が
示
し
た

生※

産
の
目
安
を
達
成
で
き
た

か
。

町
長

問

山
形
県
農
業
再
生
協

議
会
よ
り
示
さ
れ
た

生
産
の
目
安
を
基
準
と
し
て

調
整
を
行
い
、
数
量
、
面
積

と
も
提
示
さ
れ
た
数
値
を
達

山
形
県
知
事
選
挙
、

三
川
町
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
投

票
率
は
。

県
知
事
選
挙
の
投

票
率
は
県
全
体
で

39
・
67
％
、
本
町
で
は
44
・

69
％
、
町
議
会
議
員
選
挙
で

は
61
・
75
％
と
い
ず
れ
も
過

去
最
低
の
結
果
で
し
た
。

投
票
率
が
低
迷
し
た

要
因
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

要
因
と
し
て
は
、

「
無
投
票
を
避
け

る
た
め
」
と
い
っ
た
実
質
を

伴
わ
な
い
選
挙
で
あ
っ
た
こ

と
や
、
政
策
の
変
更
、
重
要

事
業
の
実
施
の
是
非
が
問
わ

れ
る
な
ど
の
争
点
が
少
な
い

選
挙
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

成
し
て
い
ま
す
。

米
不
足
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
初
の
生

産
目
標
に
課
題
は
な
か
っ
た

か
。

令
和
6
年
度
の
生
産

の
目
安
の
設
定
に
つ

い
て
は
、
在
庫
量
等
を
勘
案

し
、
さ
ら
に
、
令
和
5
年
度

の
品
質
低
下
等
に
よ
る
影
響

が
考
慮
さ
れ
、
数
量
、
面
積

と
も
前
年
同
数
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
時
点
で
は
合
理

的
に
算
出
さ
れ
た
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
産
米
の
生

産
の
目
安
の
考
え
は
。

問町
長

問

問

問

町
長

ら
れ
ま
す
。

投
票
所
ま
で
の
移
動

手
段
が
な
い
方
な
ど

高
齢
者
へ
の
対
応
の
考
え
は
。

期
日
前
投
票
を
含

む
投
票
所
ま
で
の

移
動
に
つ
い
て
は
、
家
族
や

近
隣
の
方
の
自
動
車
に
乗
り

合
っ
て
投
票
に
出
向
く
方
が

多
く
い
ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
方
も
お
り
、
今
後
と

も
郵
便
投
票
も
含
め
、
選
挙

制
度
や
移
動
手
段
に
つ
い
て

周
知
し
投
票
率
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

問

選
挙
管
理

委
員
会

書
記
長

選
挙
管
理

委
員
会

書
記
長

令
和
7
年
度
の
生
産

の
目
安
に
つ
い
て
は
、

本
県
が
生
産
の
目
安
の
達
成

率
を
高
く
維
持
し
て
い
る
こ

と
、
昨
年
の
米
不
足
や
米
価

の
上
昇
等
の
要
因
に
よ
り
、

本
県
産
米
の
シ
ェ
ア
の
復
元

を
目
指
し
シ
ェ
ア
率
を
上
昇

さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
増
加
し

た
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
投
票
率
向
上
策
を

選
挙
管
理

委
員
会

書
記
長

※
生
産
の
目
安
…
政
府
が
示
す

主
食
用
米
等
生
産
量
見
通
し

に
、
県
産
米
の
シ
ェ
ア
を
乗

じ
た
数
量
を
ベ
ー
ス
に
需
要

動
向
、
在
庫
状
況
を
加
味
し

て
県
が
算
出
し
、
各
市
町
村

に
配
分
さ
れ
、
生
産
者
に
示

さ
れ
る
。
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「友愛・奉仕・健康・生きがい」推進
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読みやすい『UDフォント』を使用しています。 16

　老
人
ク
ラ
ブ
横
山
寿
会

会
長

　
阿
部

　
紘
一

横
山
寿
会
は
、
1
9
5
9

年
12
月
に
発
足
、
三
川
町
で

は
最
初
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
誕

生
と
い
わ
れ
今
年
で
66
年
に

な
り
ま
す
。
地
域
の
先
輩
達

が
築
い
た
歴
史
を
引
き
継
ぎ

「
友
愛
・
奉
仕
・
健
康
・
生

き
が
い
」
の
取
り
組
み
を
未

来
へ
と
つ
な
げ
る
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

個
々
の
体
力
に
応
じ
な
が

ら
、
地
域
内
の
蛾
眉
公
園
や

赤
川
石
碑
緑
地
や
愛
宕
神
社

の
除
草
作
業
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
管
理
を
は
じ
め
、
健

康
講
話
や
毎
月
の
例

会
で
の
多
彩
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
交

流
会
等
の
取
り
組
み
、

日
帰
り
旅
行
・
一
泊

研
修
旅
行
を
は
じ
め
、

古
希
、
傘
寿
、
卒
寿

と
90
歳
を
超
え
る
会

員
の
歳
祝
い
と
長
寿

祈
願
祭
の
開
催
、
亡

く
な
っ
た
会
員
の
物

故
者
法
要
な
ど
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

先
輩
が
築
い
た

　歴
史
を
未
来
へ

こ
う
し
た
活
動
に

加
え
近
年
は
、
カ
ラ

オ
ケ
や
ワ
ナ
ゲ
愛
好
会

を
立
ち
上
げ
活
動
、
会

員
の
誕
生
日
に
は
役
員

が
訪
問
し
手
製
の
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
と
フ
ラ
ワ
ー

を
届
け
る
な
ど
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　

年
を
重
ね
る
と
誰
で

も
耳
が
遠
く
、
目
が
見

え
に
く
く
な
っ
た
り
、

足
腰
が
痛
く
な
っ
た
り

思
う
よ
う
に
参
加
で
き

な
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
そ

う
し
た
人
た
ち
に
も
年
４
回

は
「
寿
会
だ
よ
り
」
を
発
行

し
（
現
在
№
35
号
）、
会
の

活
動
や
会
員
の
状
況
を
知
ら

せ
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の

会
員
に
気
配
り
を
し
な
が
ら

援
助
し
、
仲
間
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
を
進
め
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
。

創
立
70
周
年
に
向
け
て
、

寿
会
の
仲
間
を
増
や
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
ま
す

シ
リ
ー
ズ
63

町
内
の
団
体
紹
介

（
16
ペ
ー
ジ
ま
と
め

　
砂
田

　
茂
）

発
行
責
任
者

議
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